
市原市認知症対策連絡協議会 第 29 回例会 議事録 （２０２２年度第 2 回例会） 

日 時 2022 年 7 月 28 日（木）18：30～19：30 
場 所 Zoom を使った例会 
書 記 飯吉 
                     内  容 
（１） 役員会で話し合われた「認知症あんしんフェスタ（仮）」の原案 

 

□ 日時は 

        令和 4年 11 月 13 日（日） 10 時～15 時 

 
と決定する。 

 

 
□ 相談ブース等は以下のものがあげられた。 

 
 ・認知症の相談（医師による）                小沢先生 確認済 
 ・歯科相談（歯科医師による）                永野先生 
 ・地域包括支援センターの役割（地域包括支援センターによる） 村山氏  確認済 
 ・薬と健康の相談（薬剤師による）              細川氏  確認済 
 ・健康と運動相談（理学療法士による）            飯吉   確認済 
 ・失語症や若年性認知症（言語聴覚士による）パワーポイント等 岩本氏  確認済 
 ・生活支援グッズ相談                    安田氏  確認済 
 ・福祉施設への入所相談               福田氏、小出氏  確認済 
 
その他 
 ・総合窓口                             2 名程度 
 ・MCI のスクリーニング（iPad 等を利用）              3 名程度 
 
 
 

□ 幾つかのブースで比較的大型（40 型～50 型）のテレビを使って動画やパワーポイントを流すの

はどうか。 
 
例えば 
 ・認知症ってこういうものだよ（寸劇） 
 ・失語症の方々とのコミュニケーションのポイント        岩本氏 確認済 
 ・認知症の方々とのコミュニケーションのポイント        岩本氏 確認済 
 ・認知症サポータ養成講座のビデオ               小原氏 確認済 
 ・市認協のパワーポイント                   飯吉  確認済 

 
 
 
□ 二次元コードをブースに設けてイベントや説明のサイトに繋げるイベントはどうか。 

 
    市認協のホームページにつながる二次元コードの作成        石川氏 確認済 
    市原市のホームページにつながる二次元コードの作成        石川氏 確認済 
 
 
 



□ アクリル板やシールドは開催日が日曜日であれば広域支援センター、なんな苑で幾つか貸し出す

ことが可能かもしれません。 
 
アクリル板 
 なんな苑       × 2 枚                飯吉  確認済 
 和光苑        ×                   福田氏  
 福祉ネット      × 1 枚                大戸氏 確認済 
 
フェイス・シールド 
 なんな苑       × 20 枚               飯吉  確認済 

 
 
 

□ 比較的大型（40 型～50 型）のモニターはグランモア和光苑、なんな苑、福祉ネットで合計 5 台

程度貸し出すことが可能。 
 

モニター 
 なんな苑       × 2 台                飯吉  確認済 
 和光苑        × 1 台                福田氏 確認済  
 福祉ネット      × 1 台                大戸氏 確認済 

 
 
 

□ MCI スクリーニング用の iPad はなんな苑、和光苑で貸し出し可能。 
 
 

iPad 
    なんな苑       × 2 台                飯吉  確認済 
    和光苑        ×                   福田氏 確認済 
 
 
 

□ 衛生物品の用意 
 
アルコール 
 だいした薬局     × 3 本               細川氏 確認済 
 
マスク 
 なのはな       × 100 枚              石川氏 確認済 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



その他イベント内容 
□ 順番待ちの方々の待ち方の方法。 
□ 認知症の相談では 15 分刻みの方が良いのではないかな。 
□ お薬の相談であれば 10 分程度でどうだろう？ 
□ そもそも相談のブースは幾つくらい作れるか？次回例会にて会員の方々ら有志を募りたい。 

・傾聴の会 
・テレビ電話 
・スマホ相談会 

□ 事前相談表を配布した方が良いであろう。  
□ ちーき会で使っている運動のビデオは使えるか。 
□ 認知症の人と家族会でよく出ている意見は、 

・主治医に対する相談 
・ケアマネを変えたい 
・高齢者の介護をしている 
・地域包括支援センターを知らない家族も多い。 
 

□ 認知症お役立ちガイドを会場にて配布（５０部ほど）。         小原氏 確認済 
□ 高齢者福祉のあらまし                          小原氏 確認済 

  https://www.city.ichihara.chiba.jp/article?articleId=602371c1ece4651c88c17fd7  
□ 介護保険サービスガイド                         小原氏 確認済 

  https://www.city.ichihara.chiba.jp/article?articleId=62d8b7c617b4673061e03ecc 
 
 
（２）後日、「ユニモちはら台」に打診した際の情報（再掲） 

 
□ 11 月 3 日（木）からユニモプラザにはクリスマスツリーが立つということを了承願いたい。 
□ 時間は 10 時から 15 時までとする。 
□ 場所はユニモプラザ（エスカレータ前）が使用可能である。 
□ ユニモプラザの広さは 9ｍ×13ｍ（一般的な長机は 180 ㎝×45 ㎝程度）である。 
□ 電源は使用可能である。 
□ 机、椅子、L 字（看板等を吊り下げる道具）、リールパーティションは貸出可能である。 
□ イベント会場に入る際（リールパーティション内に入る際）に使用するアルコールやマスクは用

意して欲しい。 
□ 会場使用料および電源の使用料金は特に必要としない。 
□ 後日使用許可申請書を提出すること。 

 
 

（３）現在のコロナ感染症の状況を踏まえての話し合い。 

 
□ 労災病院ではクラスターが発生している。 
□ いろいろ受け入れる余裕がなくなっており四苦八苦している。 
□ 予断を許さないが計画を進めることでイベントは開催できると考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 



（４）広報はどうするか。 

 
□ 「コミュニティセンター等」に頼んでみると良いかもしれない。 
□ 「スーパー等」はどこでも貼らせてくれる。 
□ 「JR 八幡宿」、「ちはら台」は貼らせてくれた。 
□ 「シティライフ」に載せるのはよいと思う。 
□ 「広報いちはら」にのせてもらう。 
 

  □ 市原市が関わっていれば掲示はわりと楽に行ってくれるのではないか。 
□ 後援依頼をとることによって広報はスムースに行われると考える。 

 
  □ ろうさい病院の後援は取れるので依頼分が欲しい。 
  □ 「社協」や「認知症と家族の会」の後援は取れないだろうか。 
 

□ 目玉のイベントが必要なのではないか 
□ 認知症を抱えている方はいるので、悩みを抱えている人はいるだろう。 

    手渡せればよいと思う。 
□ 相談先がなくて、どこに行って良いかを悩んでいる方もいるだろう。 
□ 健康フェスタだと健康相談で駆け込んでくる人もいる。 
□ マイナンバーの所得と認知症の方とのかかわりは。 
□ 認知症の方にはマイナンバーを扱っていない。 
□ 高齢者の方のお手伝いはさせてもらっています。 
□ 市民課は数多くやっている。 

 
 
（５）今後の予定 
 

□ まずは後援の依頼分を作成し、各組織に後援の許可をとる。 
□ その後、ポスターを作成し、掲示できる場所に依頼（スーパー、駅等）。 
□ 「広報いちはら」、「シティライフ」に掲載を依頼。 
□ 「家族の会等」にお願いし当事者の方に手渡して頂く。 

 
□ 同時に「目玉のイベント」を行って頂けるアイデア、ボランティアの募集を募る。 

 
 
（６）インフォメーション 
 

□ マイナンバーのイベントは日程が変更になりました。 
□ ユニモからはぜひイベントを行って貰いたいと言われています。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 


